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(b) 3mK以下での高エネルギー物理 (A･J･Leggett:Phys･Rev.Letters5(1977), ):
素粒子の弱い相互作用の理論で,核子と電子の相互作用に中性カレントが媒介するもの
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図 3 固体 3fleの磁化の温度変化
(♂-2.6mK)
特徴は,転移点恥,の上では高温での Curie-Weiss則の直線からM の増す方向にはずれ



















































と考えたくな りました,真木さんの SOlitonの話 しは,もう少し時間をかけて聞きたかっ
























目を集めた｡我々も噂には聞いていたのであるが,希釈冷却器だけで液体 Hg を冷 し
て,超流動状感にしたとのことであった｡彼等は,熱交換器を改良して 2.03mK の世
界記録を樹立した｡彼等の熱交換器の表面積を大きくするために使用した粉は,日本製
の銀粉であった｡さらに熱交換器を改良すれば,際限なく温度が下がるであろうという
たのもしい結果であり,今後この方面での大きな進歩が期待できる｡又新しいタイプの
希釈冷却器の実例が Ouboterと佐藤によって報告されたが,興味深い｡
超低温における実験技術の基礎的な問題としてカピッツァ熱抵抗,温度計等の報告が
あった｡カピッツァ抵抗は超低温で温度を下げる時,熱の流出入のネックとなるもので
大変重要なものであるが,あいかわらずはっきりしたデータは出ていなかった｡温度計
としては95%Laで薄めたCMN温度計が有力なようであるO
世界の低温物理では,mK,サブmK領域での仕事が行なわれ,今やそれ以下を目ざ
して急速な発展期にあるという感 じである｡それに比べ日本の低温物理は大きく遅れて
お り,肌寒い思いをすると同時に,一方 ｢やらなくっちゃあ｣という思いも強い次第で
ある｡
(水崎隆雄 )
-29-
